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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】扉の扉周枠と電話ボックス設置用のスペースの
入口開口部内周壁との間の隙間を的確に且つ体裁良く隠
蔽することができると共に、扉周枠の構造を簡素化でき
るようにした電話設置装置を提供する。
【解決手段】高速道路のトンネル内に設けられた電話ボ
ックス設置用のスペースＳ内に電話ボックスを設置する
ことなく、電話ボックスの扉のみを、スペースＳの入口
開口部Ｏを覆うように開閉自在に設けた電話設置装置で
ある。扉は、扉本体２と扉本体２を囲繞する扉周枠とか
らなり、扉周枠は、アンカーボルト４によってスペース
Ｓの入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄに固定され、扉周
枠に扉本体２が取り付けられ、入口開口部Ｏの内周壁Ｓ
ａ～Ｓｄと扉周枠の外周面との間にモルタルＭが装填さ
れている。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　高速道路のトンネル内に設けられた電話ボックス設置用のスペース内に電話ボックスを
設置することなく、電話ボックスの扉のみを、前記スペースの入口開口部を覆うように開
閉自在に設けた電話設置装置であって、
　電話ボックスの扉は、扉本体とこれを囲繞する扉周枠とからなり、扉周枠は、アンカー
ボルトによって前記スペースの入口開口部の内周壁に固定され、この扉周枠に扉本体が開
閉自在に取り付けられ、前記入口開口部の内周壁と扉周枠の外周面との間にはモルタルが
装填されている電話設置装置。
【請求項２】
　扉周枠は、下横枠と、下横枠の上面の両端部に夫々載設される左右縦枠と、左右縦枠の
上端面に両端部が載置される上横枠とからなり、下横枠及び左右縦枠が夫々アンカーボル
トによって前記入口開口部の床壁部及び左右側壁部に固定され、上横枠はその両端部が左
右縦枠の上端部に固定される請求項１に記載の電話設置装置。
【請求項３】
　扉周枠の下横枠は、アンカーボルト取付用の開口部を有する略角筒状の下横枠本体と、
アンカーボルト挿通孔を有し、下横枠本体の底面に取り付けられる底板と、下横枠本体の
上面に取り付けられる上板とからなるもので、底板が前記入口開口部の床壁部に埋設され
たアンカーボルトに取り付けられる請求項２に記載の電話設置装置。
【請求項４】
　扉周枠の左右縦枠は、扉本体側に位置する略角筒状の支柱と、支柱に連結された断面略
コ字状の側面枠と、前記スペースの室内側から側面枠を覆うように支柱に取り付けられる
室内側カバー板とからなるもので、側面枠が前記入口開口部の左右側壁部に埋設されたア
ンカーボルトに取り付けられる請求項２又は３に記載の電話設置装置。
【請求項５】
　扉周枠の上横枠は、断面略コ字状の上横枠本体と、上横枠本体の開口部を覆うように前
記スペースの室内側から上横枠本体取り付けられる室内側カバー板とからなるもので、上
横枠本体が左右縦枠の上端部にボルト・ナットによって固定される請求項２～４の何れか
に記載の電話設置装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、高速道路のトンネル内に設けられた電話ボックス設置用のスペース内に設置
される電話設置装置に関し、特に、電話ボックス設置用のスペースを利用して簡単に設置
できるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の電話設置装置として、下記特許文献１に記載されている。この装置は、高速道
路のトンネル内に設けられた電話ボックス設置用のスペース内に電話ボックスを設置する
ことなく、電話ボックスの扉のみを、前記スペースの入口開口部を覆うように開閉自在に
設けたもので、扉周枠の左右各縦枠及び上横枠と前記スペースの入口開口部の内周壁との
間にそれらの間の隙間を隠蔽調整する縦枠調整カバー及び上横枠調整カバーを夫々設ける
ことによって、扉周枠の左右各縦枠及び上横枠と入口開口部の内周壁との間の隙間を調整
できると共に、その隙間を体裁良く隠蔽することができるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】登録実用新案第３１４６８３２号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
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【０００４】
　上記特許文献１の電話設置装置では、扉周枠と電話ボックス設置用のスペースの入口開
口部内周壁との間の隙間を隠蔽調整するために、特別な構造の縦枠調整カバー及び上横枠
調整カバーを設けているため、扉周枠の縦枠及び上横枠の構造が複雑となり、製作コスト
が高くつく上に、現場での縦枠及び上横枠調整カバーの調整作業が非常に面倒であるとい
う難点があった。
【０００５】
　本考案は、上記の課題に鑑み、扉の扉周枠と電話ボックス設置用のスペースの入口開口
部内周壁との間の隙間を的確に且つ体裁良く隠蔽することができると共に、扉周枠の構造
を簡素化でき、扉の設置作業が容易な電話設置装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するための手段を、後述する実施形態の参照番号を付して説明すると、
請求項１に係る考案は、高速道路のトンネル内に設けられた電話ボックス設置用のスペー
スＳ内に電話ボックスを設置することなく、電話ボックスの扉１のみを、前記スペースＳ
の入口開口部Ｏを覆うように開閉自在に設けた電話設置装置であって、
　電話ボックスの扉１は、扉本体２とこれを囲繞する扉周枠３とからなり、扉周枠３は、
アンカーボルト４によって前記スペースＳの入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄに固定され
、この扉周枠３に扉本体２が開閉自在に取り付けられ、前記入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～
Ｓｄと扉周枠３の外周面との間にはモルタルＭが装填されていることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２は、請求項１に記載の電話設置装置において、扉周枠３は、下横枠５と、下横
枠５の上面の両端部に夫々載設される左右縦枠６，６と、左右縦枠６，６の上端面に両端
部が載置される上横枠７とからなり、下横枠５及び左右縦枠６，６が夫々アンカーボルト
４によって前記入口開口部Ｏの床壁部Ｓａ及び左右側壁部Ｓｃ，Ｓｃに固定され、上横枠
７はその両端部が左右縦枠６，６の上端部に固定されることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３は、請求項２に記載の電話設置装置において、扉周枠３の下横枠５は、アンカ
ーボルト取付用の開口部９ｏ，９ａ，９ｂを有する略角筒状の下横枠本体９と、アンカー
ボルト挿通孔１２を有し、下横枠本体９の底面に取り付けられる底板１０と、下横枠本体
９の上面に取り付けられる上板１１とからなるもので、底板１０が前記入口開口部Ｏの床
壁部Ｓａに埋設されたアンカーボルト４に取り付けられることを特徴とする。
【０００９】
　請求項４は、請求項２又は３に記載の電話設置装置において、扉周枠３の左右縦枠６は
、扉本体２側に位置する略角筒状の支柱１４と、支柱１４に連結された断面略コ字状の側
面枠１５と、前記スペースＳの室内側から側面枠１５を覆うように支柱１４に取り付けら
れる室内側カバー板１６とからなるもので、側面枠１５が前記入口開口部Ｏの左右側壁部
Ｓｃに埋設されたアンカーボルト４に取り付けられることを特徴とする。
【００１０】
　請求項５は、請求項２～４の何れかに記載の電話設置装置において、扉周枠３の上横枠
７は、断面略コ字状の上横枠本体２０と、上横枠本体２０の開口部を覆うように前記スペ
ースＳの室内側から上横枠本体２０に取り付けられる室内側カバー板２１とからなるもの
で、上横枠本体２０が左右縦枠６，６の上端部にボルト１８・ナット１９によって固定さ
れることを特徴とする。
【考案の効果】
【００１１】
　上記解決手段による考案の効果を、後述する実施形態の参照番号を付して説明すると、
請求項１に係る考案によれば、扉１の扉周枠３をアンカーボルト４によってスペースＳの
入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄに固定して、扉周枠３の外周面と入口開口部Ｏの内周壁
Ｓａ～Ｓｄと扉周枠３の外周面との間の隙間にはモルタルＭを装填するようにしたから、
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扉周枠３の大きさを入口開口部Ｏより予め適度に小さく形成しておけば、扉周枠３側に製
作誤差があったりしても、上記隙間の調整をモルタルＭで簡単に行うことができ、従って
扉周枠３側は特別な隙間調整手段を設ける必要がないため、現場での面倒が隙間調整作業
が不要となり、扉１の設置作業が容易に行え、しかも扉周枠３の構造を簡素化でき、製作
が容易で、そのコストの低廉化が可能であり、そしてモルタルＭによって上記隙間を的確
に且つ体裁良く隠蔽することができる。
【００１２】
　請求項２に係る考案によれば、扉周枠３が、下横枠５と、下横枠５上面の両端部に載設
される左右縦枠６，６と、左右縦枠６，６の上端面に両端部が載置される上横枠７とから
なり、下横枠５及び左右縦枠６，６がアンカーボルト４によって前記入口開口部Ｏの床壁
部Ｓａ及び左右側壁部Ｓｃ，Ｓｃに固定され、上横枠７の両端部が左右縦枠６，６の上端
部に固定されるようになっているから、扉周枠３の枠組み及びアンカーボルト４による扉
周枠３の固定が容易で、扉１の施工が容易となる。
【００１３】
　請求項３に係る考案によれば、扉周枠３の下横枠５が、アンカーボルト取付用の開口部
９ｏ，９ａ，９ｂを有する略角筒状の下横枠本体９と、アンカーボルト挿通孔１２を有し
、下横枠本体９の底面に取り付けられる底板１０と、下横枠本体９上面に取り付けられる
上板１１とからなり、底板１０が入口開口部Ｏの床壁部Ｓａに埋設されたアンカーボルト
４に取り付けられるようになっているから、下横枠５が構造的に堅固で外観的にも体裁良
く形成されると共に、アンカーボルト４への下横枠５の取付けが容易となり、結果的に扉
１の施工が容易となる。
【００１４】
　請求項４に係る考案によれば、扉周枠３の縦枠６が、略角筒状の支柱１４と、支柱１４
に連結された断面略コ字状の側面枠１５と、室内側から側面枠１５を覆うように支柱１４
に取り付けられる室内側カバー板１６とからなり、側面枠１５が口開口部Ｏの左右側壁部
Ｓｃに埋設されたアンカーボルト４に取り付けられるようになっているから、縦枠６が構
造的に堅固で外観的にも体裁良く形成されると共に、アンカーボルト４への縦枠６の取付
けが容易となり、結果的に扉１の施工が容易となる。
【００１５】
　請求項５に係る考案によれば、扉周枠３の上横枠７が、断面略コ字状の上横枠本体２０
と、上横枠本体２０の開口部を覆うよう室内側から上横枠本体２０に取り付けられる室内
側カバー板２１とからなるもので、上横枠本体２０が左右縦枠６，６の上端部にボルト１
８・ナット１９で固定されるようになっているから、上横枠７が構造的に堅固で外観的に
も体裁良く形成されると共に、縦枠６との連結が容易となり、結果的に扉１の施工が容易
となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本考案に係る電話設置装置の実施形態を示す正面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】図１のB －Ｂ線拡大断面図である。
【図４】図３の一部拡大図である。
【図５】同上の電話設置装置の分解斜視図である。
【図６】(a) は扉周枠の下横枠の分解斜視図、(b) は同下横枠の取付状態を示す正面図で
ある。
【図７】扉周枠の下横枠及び左右縦枠の取付状態を示す正面図である。
【図８】扉周枠全体の取付状態を示す正面図である。
【図９】図８のＣ－Ｃ線拡大断面図である。
【図１０】図８のＤ－Ｄ線拡大断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１７】
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　以下に本考案の好適な実施形態について図面を参照しながら説明すると、図１～図５に
おいて、Ｓは高速道路のトンネル内に設けられた電話ボックス設置用のスペースで、床壁
部Ｓａと天井壁部Ｓｂと左右側壁部Ｓｃ，Ｓｃと奥壁部Ｓｄとからなり、本考案に係る電
話設置装置である電話ボックスの扉１は、このスペースＳの入口開口部Ｏを覆うように設
けられている。また、Ｔは電話装置で、例えばスペースＳの奥壁部Ｓｄに設置される。
【００１８】
　電話ボックスの扉１は、折り戸からなる扉本体２と、この扉本体２を囲繞する扉周枠３
とで構成され、扉周枠３は、アンカーボルト４によって前記スペースＳの入口開口部Ｏの
内周壁に固定され、この扉周枠３に扉本体２が開閉自在に取り付けられ、そして前記入口
開口部Ｏの内周壁と扉周枠３の外周面との間にはモルタルＭが装填されている。扉本体２
は、図３から分かるように、２枚の障子２ａ，２ａを枢着して、その枢着部２ｏを中心に
折り畳み自在で、一方の障子２ａの基端部が枢軸２２によって扉周枠３に枢着されている
。
【００１９】
　扉周枠３は、下横枠５と、この下横枠５の上面の両端部に夫々載設される左右縦枠６，
６と、左右縦枠６，６の上端面に両端部が載置される上横枠７とからなるもので、下横枠
５及び左右縦枠６，６が夫々アンカーボルト４によって前記スペースＳの入口開口部Ｏの
床壁部Ｓａ及び左右側壁部Ｓｃ，Ｓｃに固定され、そして上横枠７はその両端部が左右縦
枠６，６の夫々上端部にボルト１８・ナット１９（図１０参照）で固定されている。
【００２０】
　上記扉１の構造について更に詳しく説明すれば、扉周枠３の下横枠５は、図６の(a) に
示すように、アンカーボルト取付用の開口部９ｏ，９ａ，９ｂを有する略角筒状の下横枠
本体９と、複数のアンカーボルト挿通孔１０ａを有し、下横枠本体９の底面に取り付けら
れる底板１０と、下横枠本体９の上面に取り付けられる上板１１とからなるもので、底板
１０が前記床壁部Ｓａに埋設されたアンカーボルト４にナット４ａ，４ｂ（図６の(b) 参
照）で取り付けられるようになっている。
【００２１】
　下横枠本体９は、軽量形鋼のリップ付き溝形鋼に加工を加えたもので、図６の(a) に示
すように、その上面側に、軽量化用とアンカーボルト取付用の開口部９ａ，９ｂ，９ｃを
設けると共に、両端面に補強端板９ｄを取り付け、また下面側の溝状開口部９ｏからアン
カーボルト４を内部へ突入させることができるようにしている。底板１０には両端部と中
央部にアンカーボルト挿通孔１２を設け、また上板１１には上面の両端部に、縦枠位置決
め用突片１３を突設している。
【００２２】
　扉周枠３の左右各縦枠６は、図４及び図５から分かるように、扉本体２側に位置する略
角筒状の支柱１４と、この支柱１４にボルト３２で連結された断面略コ字状の側面枠１５
と、前記スペースＳの室内側から支柱１４及び側面枠１５に取り付けられる室内側カバー
板１６と、扉本体２との隙間を室外側から覆うように支柱１４に取り付けられる室外側化
粧板１７とからなるもので、側面枠１５が前記左右側壁部Ｓｃに埋設されたアンカーボル
ト４にナット４ａ，４ｂで取り付けられるようになっている。図５に示すように、側面枠
１５にはその外側端部にアンカーボルト挿通孔２６が設けてあり、また側面枠１５の上下
端面には補強端板１５ａが夫々固着され、各補強端板１５ａにはボルト挿通孔１５ｏが設
けてある。
【００２３】
　扉周枠の上横枠７は、図１０に示すように、断面略コ字状の上横枠本体２０と、この上
横枠本体２０の開口部を覆うように上横枠本体２０に前記スペースＳの室内側から取り付
けられる室内側カバー板２１とからなるもので、上横枠本体２０が左右縦枠６の上端部に
ボルト１８とナット１９で固定されるようになっており、そのナット１９は、上横枠７内
の下側壁部２０ｏの両端部に固着されている。また上横枠本体２０の両端開口部は夫々補
強端板２０ａ（図５参照）で塞がれている。
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【００２４】
　次に、電話ボックスの扉１の施工の一例につき説明すると、先ず、図５に示すように、
スペースＳの入口開口部Ｏの床壁部Ｓａ及び左右側壁部Ｓｃ，Ｓｃに夫々アンカーボルト
４の基端部を埋設固定し、また床壁部Ｓａにはその全面にモルタルＭを敷設すると共に、
その前端部に下横枠５を載置する載置部２３を形成しておく。
【００２５】
　しかして、図６の(a) ，(b) に示すように、底板１０をビス２４で取り付けた下横枠本
体９を前記載置部２３に載置すると共に、底板１０のアンカーボルト挿通孔１２から下横
枠本体９内にその溝状開口部９ｏを通じてアンカーボルト４を突入させ、下横枠５の上面
側開口部９ａ，９ｂよりナット４ｂを挿入して、下横枠本体９内に突入しているアンカー
ボルト４に螺合し、このナット４ｂと、アンカーボルト４に取り付けてあったナット４ａ
とによって底板１０を下横枠本体９と共にアンカーボルト４に取付け固定する。その後、
上板１１をビス２５により下横枠本体９に固定し、下横枠５の取付けを終える。この状態
を図６の(b) に示す。
【００２６】
　続いて、図７～図９に示すように、下横枠５の上板１１の両端部上に、室内側カバー板
１６を取り外した状態の縦枠６を載置し、各縦枠６の支柱１４下端部内に下横枠５の上板
１１から突出した縦枠位置決め用突片１３を嵌合させると共に、スペースＳの側壁部Ｓｃ
から突設しているアンカーボルト４を側面枠１５のアンカーボルト挿通孔２６に挿通し、
このアンカーボルト４の挿通端部にナット４ｂを螺合して締め付け、両ナット４ａ，４ｂ
により側面枠１５をアンカーボルト４に取付け固定する。また、各縦枠６の側面枠１５の
下端側補強端板１５ａに設けてあるボルト挿通孔１５ｏ（図５参照）から下横枠５の上板
１１及び下横枠本体９に対してビス２７（図７～図９参照）をねじ込んで、側面枠１５の
下端部を下横枠５に固定する。
【００２７】
　それから、上横枠７の上横枠本体２０を左右縦枠６，６の上端面に載架し、図１０に示
すように、ボルト１８を、各縦枠６の側面枠１５の室内側より上端側補強端板１５ａのボ
ルト挿通孔１５を通じて上横枠本体２０内のナット１９に螺入し締結することによって、
上横枠本体２０の両端部を左右の側面枠１５，１５に固定する。この後、図９に示すよう
に、各縦枠６の室内側カバー板１６をビス２８で支柱１４に固定し、また上横枠７の室内
側カバー板２１をビス２９で上横枠本体２０に固定する。これにより、下横枠５と左右縦
枠６，６と上横枠７とからなる扉周枠３の枠組みを終了すると共に、スペースＳの入口開
口部Ｏへの扉周枠３の取付けを終了する。この状態を図８に示す。
【００２８】
　こうして取り付けた扉周枠３に扉本体２を取り付ける。即ち、図３及び図４に示すよう
に、枢着部２ｏを中心に折り畳み自在に枢着された２枚の障子２ａ，２ａの一方の障子２
ａの基端部を、枢軸２２によって扉周枠３の下横枠５と上横枠７とに対し枢着する。
【００２９】
　上記のようにしてスペースＳの入口開口部Ｏに取り付けた扉１の扉周枠３の外周面と、
入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄとの間にモルタルＭを装填する。この実施形態の場合、
扉周枠３の下横枠５とスペースＳの床壁部Ｓａとの間の隙間には既にモルタルＭが装填さ
れた状態となっているため、左右縦枠６，６と左右側壁部Ｓｃ，Ｓｃの隙間（図８に３０
で示す）及び上横枠７と天井壁部Ｓｂとの隙間（図８に３１で示す）に夫々モルタルＭを
装填する。各隙間３０，３１にモルタルＭを装填する時は、当該隙間３０，３１をそれぞ
れの室内外両側から挟むような適当なパネルを配設するとよい。尚、この実施形態では、
下横枠５と床壁部Ｓａとの間の隙間へのモルタルの装填を先に行っているが、その隙間へ
のモルタルの装填は、他の隙間３０，３１へのモルタルの装填と同時に行うようにしても
よい。
【００３０】
　以上説明したように、この考案によれば、扉１の扉周枠３がアンカーボルト４によって
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スペースＳの入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄに固定され、扉周枠３の外周面と入口開口
部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄと扉周枠３の外周面との間の隙間にモルタルＭが装填されるよう
になっているから、扉周枠３の外周面と入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄとの間に適当な
隙間が形成されるように扉周枠３の大きさを入口開口部Ｏより予め適度に小さく形成して
おくことにより、扉周枠３側に製作誤差があったりしても、上記隙間の調整をモルタルＭ
で簡単に行うことができ、従って扉周枠３側に特別な隙間調整手段を設ける必要がなく、
従って現場での面倒が隙間調整作業が不要となり、しかも扉周枠３の構造を簡素化でき、
扉周枠３の製作が容易となった、そのコストの低廉化を図ることができる。そしてまた、
モルタルＭによって、扉周枠３と入口開口部Ｏの内周壁Ｓａ～Ｓｄとの隙間を的確にして
且つ体裁良く隠蔽することができる。
【００３１】
　この実施形態では、扉周枠３を、下横枠５と、下横枠５上面の両端部に載設される左右
縦枠６，６と、左右縦枠６，６の上端面に両端部が載置される上横枠７とによって形成し
、下横枠５及び左右縦枠６，６をアンカーボルト４によって入口開口部Ｏの床壁部Ｓａ及
び左右側壁部Ｓｃ，Ｓｃに固定し、上横枠７の両端部を左右縦枠６，６の上端部に固定す
る構成としているが、扉周枠３は、このような構成に限らず、これ以外の構成でもよい。
但し、扉周枠３をこの実施形態のような構成とすることにより、扉周枠３の枠組み及びア
ンカーボルト４による扉周枠３の固定が容易で、扉１の施工が容易となる。
【００３２】
　また実施形態では、扉周枠３の下横枠５を、アンカーボルト取付用の開口部９ｏ，９ａ
，９ｂを有する略角筒状の下横枠本体９と、アンカーボルト挿通孔１２を有し、下横枠本
体９の底面に取り付けられる底板１０と、下横枠本体９上面に取り付けられる上板１１と
によって形成し、底板１０を入口開口部Ｏの床壁部Ｓａに埋設されたアンカーボルト４に
取り付ける構成としているが、下横枠５は、このような構成に限ることなく、どのような
構成としてもよい。但し、この実施形態のような構成とすれば、下横枠５が構造的に堅固
で外観的にも体裁良く形成されると共に、アンカーボルト４への下横枠５の取付けが容易
となり、扉１の施工が容易となる。
【００３３】
　また実施形態においては、扉周枠３の縦枠６を、略角筒状の支柱１４と、支柱１４に連
結された断面略コ字状の側面枠１５と、室内側から側面枠１５を覆うように支柱１４に取
り付けられる室内側カバー板１６とで形成し、側面枠１５を口開口部Ｏの左右側壁部Ｓｃ
に埋設されたアンカーボルト４に取り付けのようにしているが、縦枠６は、このような構
成に限ることなく、どのような構成でもよい。但し、この実施形態のような構成とするこ
とによって、縦枠６が構造的に堅固で外観的にも体裁良く形成されると共に、アンカーボ
ルト４への縦枠６の取付けが容易となり、扉１の施工が容易となる。
【００３４】
　また実施形態においては、扉周枠３の上横枠７を、断面略コ字状の上横枠本体２０と、
上横枠本体２０の開口部を覆うよう室内側から上横枠本体２０に取り付けられる室内側カ
バー板２１とによって構成し、上横枠本体２０を左右縦枠６，６の上端部にボルト１８・
ナット１９で固定するようにしているが、上横枠７は、このような構成に限らず、どのよ
うな構成としてもよい。但し、この実施形態のような構成とすることによって、上横枠７
が構造的に堅固で外観的にも体裁良く形成されると共に、縦枠６との連結が容易となり、
結果的に扉１の施工が容易となる。
【符号の説明】
【００３５】
Ｓ　　　　　　電話ボックス設置用のスペース
Ｓａ～Ｓｄ　　スペースの内周壁Ｓａ～Ｓｄ
Ｓａ　　　　　床壁部
Ｓｂ　　　　　天井壁部
Ｓｃ　　　　　左右側壁部
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Ｏ　　　　　　スペースの入口開口部
１　　　　　　扉
２　　　　　　扉本体
３　　　　　　扉周枠
４　　　　　　アンカーボルト
５　　　　　　扉周枠の下横枠
６　　　　　　扉周枠の縦枠
７　　　　　　扉周枠の上横枠
９　　　　　　下横枠の下横枠本体
１０　　　　　下横枠の底板
１１　　　　　下横枠の上板
１４　　　　　縦枠の支柱
１５　　　　　縦枠の側面枠
１６　　　　　室内側カバー板
２０　　　　　上横枠の上横枠本体
２１　　　　　室内側カバー板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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